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統
計
・
調
査
か
ら
見
た
長
時
間
労
働
の
実
態 

　
　
　
　
　
―
―
残
業
増
加
・
年
休
取
得
低
下
が
背
景
に 

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
不
況
に
よ
り
低
減
し
て
き
た
わ
が
国
の
労
働
時
間
に
変
化
が
う
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
景
気
回
復
が
時

間
外
労
働
の
増
加
と
年
休
取
得
率
の
低
下
を
一
層
増
幅
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、こ
の
間
職
場
で
浸
透
し
て
き
た
正
規

雇
用
の
削
減
や
成
果
主
義
は
、労
働
時
間
問
題
に
新
た
な
課
題
を
つ
き
つ
け
て
い
る
。
最
近
の
統
計
や
各
種
調
査
か
ら
み

た
、労
働
時
間
問
題
の
い
ま
を
照
射
し
て
み
る
。 

 

　
分
散
・
二
極
化
傾
向
が
明
確
に 

 

昨
年
の
『
労
働
経
済
白
書
』
は
、
近
年
の

労
働
時
間
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
、
「
所

定
外
労
働
時
間
の
水
準
は
高
く
、
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
率
は
上
昇
し
て
い
な
い
」
「
労

働
時
間
が
分
散
化
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
若

年
層
・
中
堅
層
や
大
規
模
企
業
で
労
働
時
間

が
長
時
間
の
者
の
割
合
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
」

と
分
析
し
た
。 

　
今
年
に
入
り
景
気
回
復
の
足
取
り
が
確
固

と
な
る
に
つ
れ
、
こ
う
し
た
傾
向
は
さ
ら
に

強
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
毎
月
勤
労
統
計
調
査

に
よ
る
と
、
景
気
回
復
期
の
一
致
指
数
と
い

わ
れ
る
所
定
外
労
働
時
間
は
、
今
年
三
月
ま

で
前
年
同
月
に
比
べ
二
一
カ
月
連
続
で
増
加
。

所
定
外
労
働
時
間
は
二
〇
〇
二
年
度
に
は
年

間
一
四
二
・
五
時
間
ま
で
減
少
し
て
き
た
も

の
の
依
然
と
し
て
水
準
は
高
く
、
〇
三
年
度

は
一
四
六
時
間
ま
で
高
ま
っ
た
。 

　
一
方
、
年
次
有
給
休
暇
の
労
働
者
一
人
平

均
の
取
得
率
は
一
九
九
二
〜
一
九
九
三
年
を

ピ
ー
ク
に
低
下
に
転
じ
、
二
〇
〇
二
年
に
は

四
八
・
四
％
の
過
去
最
低
レ
ベ
ル
ま
で
落
ち

込
ん
で
い
る
。 

　
「
労
働
力
調
査
」
で
非
農
林
業
雇
用
者
に

占
め
る
週
の
労
働
時
間
が
三
五
時
間
未
満
の

人
の
割
合
の
推
移
を
み
る
と
、
長
期
的
に
上

昇
傾
向
に
あ
る（
第
１
図
）。
反
対
に
、
仕
事

と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
維
持
が
難
し
く
な
る
と

い
わ
れ
る
週
労
働
時
間
六
〇
時
間
以
上
の
労

働
者
の
割
合
も
、
一
九
八
九
年
〜
一
九
九
三

第1図  雇用者に占める週の労働時間が35時間未満の者の割合（非農林業） 

第2図  企業規模別・雇用者に占める週の労働時間が60時間以上の者の割合（非農林業） 

第3図  年齢階級別・雇用者に占める週の労働時間が60時間以上の者の割合（非農林業） 
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年
に
か
け
て
大
幅
に
低
下
し
て
以
降
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
た
が
、
一
九
九
九
年
以
降
は

緩
や
か
な
が
ら
も
上
昇
傾
向
で
二
〇
〇
二
年

は
一
二
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
労
働
時
間

が
分
散
化
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。 

　
ま
た
、
週
六
〇
時
間
以
上
の
割
合
を
企
業

規
模
別
に
み
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か

ら
大
規
模
企
業
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
お
り

（
第
２
図
）、
さ
ら
に
、
年
齢
階
級
別
（
就
業

者
）
に
み
る
と
、
二
五
〜
三
四
歳
、
三
五
〜

四
四
歳
で
他
の
年
齢
層
よ
り
も
高
く
、
上
昇

傾
向
に
あ
る（
第
３
図
）。
こ
の
よ
う
に
、
規

模
間
、
年
齢
間
に
お
け
る
労
働
時
間
の
二
極

化
も
す
す
ん
で
い
る
。 

　
白
書
は
こ
う
し
た
傾
向
が
強
ま
っ
た
背
景

と
し
て
「
長
時
間
労
働
が
増
加
し
て
い
る
背

景
の
一
つ
に
は
、
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
（
事
業
再
構
築
）
等
に
伴
う
人
員
削

減
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。 

 

日
本
労
働
研
究
機
構
の
「
事
業
再
構
築
と

雇
用
に
関
す
る
調
査（
企
業
調
査
）」
（
二
〇

〇
二
年
）
で
も
、
人
員
削
減
に
と
も
な
う
影

響
と
し
て
四
五
・
八
％
（
複
数
回
答
）
の
企

業
が
従
業
員
の
労
働
時
間
が
長
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る（
第
４
図
）。 

  

　
年
間
二
〇
〇
〇
時
間
目
前
―
連
合
調
査 

　
連
合
が
一
月
に
ま
と
め
た
「
二
〇
〇
三
年

度
労
働
時
間
に
関
す
る
調
査
」
で
も
こ
う
し

た
傾
向
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
二
〇
〇

二
年
の
実
績
値
を
聞
い
た
同
調
査
は
、
登
録

組
合
一
二
四
四
（
う
ち
主
要
組
合
五
六
五
）

を
対
象
に
実
施
し
た
も
の
。 

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
年
休
の
取
得
率
低
下
と

所
定
外
労
働
の
増
加
で
二
〇
〇
一
年
の
前
年

比
微
減
か
ら
年
間
総
労
働
時
間
は
増
加
に
転

じ
た
。
常
昼
・
交
替
労
働
者
と
も
一
九
九
八

年
以
降
、
四
年
連
続
で
年
休
取
得
状
況
の
悪

化
が
続
き
、
二
〇
〇
二
年
の
取
得
率
は
加
重

平
均
で
六
八
・
三
％
ま
で
ダ
ウ
ン
（
九
八
年

七
七
・
三
％
、
九
九
年
七
三
・
八
％
、
二
〇

〇
〇
年
七
二
・
一
％
、
〇
一
年
七
一
・
〇
％
）
。

一
時
、
八
割
に
近
づ
い
た
取
得
率
は
七

割
を
切
る
水
準
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。 

　
一
方
、
年
間
の
所
定
外
労
働
時
間
は

二
一
八
時
間
（
加
重
平
均
）
で
、
九
七

年
以
降
で
初
め
て
二
〇
〇
時
間
を
上
回

っ
た
。
こ
れ
は
九
一
年
以
降
で
最
も
長

い
水
準
だ
。
こ
れ
に
加
え
、
前
述
の
有

給
休
暇
取
得
分
の
減
少
が
加
わ
っ
た
結

果
、
年
間
総
労
働
時
間
は
四
〇
時
間
増

加
し
、
二
〇
〇
〇
時
間
に
あ
と
四
時
間

と
迫
る
一
九
九
六
時
間
ま
で
高
ま
っ
た
。 

  

　
不
払
い
残
業
は
５
割
弱
で
存
在 

　
労
働
時
間
管
理
の
実
態
に
つ
い
て
も

聞
い
た（
回
答
六
八
七
組
合
）。
代
表
的

な
事
業
所
に
お
け
る
不
払
い
残
業
の
有

無
を
み
る
と
、
「
多
く
の
職
場
で
あ
る
」

と
い
う
事
業
所
が
九
・
二
％
と
一
割
近

く
を
占
め
て
お
り
、
さ
ら
に
「
一
部
職

場
で
あ
る
」
と
す
る
事
業
所
も
三
六
・

八
％
に
達
し
、
あ
わ
せ
る
と
、
五
割
弱

で
不
払
い
残
業
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

に
な
る（
第
５
図
）。 

　
こ
う
し
た
実
態
は
大
企
業
ほ
ど
多
く

見
ら
れ
、
二
九
九
人
以
下
の
二
割
弱
に

対
し
、
三
〇
〇
人
以
上
で
四
割
強
、
一
〇
〇

〇
人
以
上
で
は
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。 

　
「
労
働
時
間
管
理
者
が
確
認
・
記
録
し
た

労
働
時
間
」
が
、
そ
の
ま
ま
記
録
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
実

際
の
時
間
ど
お
り
に
記
録
さ
れ
て
い
る
」
組

合
は
五
一
・
二
％
と
半
数
に
と
ど
ま
る
一
方
、

「
記
録
さ
れ
て
い
な
い
」
組
合
も
三
・
二
％

と
少
な
い
が
、
「
一
部
記
録
さ
れ
て
い
な
い
」

も
約
二
割
（
一
九
・
六
％
）
を
占
め
る
な
ど
、

四
分
の
一
の
事
業
所
で
は
、
実
際
の
労
働
時

間
と
異
な
る
時
間
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
記
録
さ
れ
た
時
間
の
組
合
員

個
々
の
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
「
確
認
し

て
い
る
」
は
四
八
・
〇
％
と
半
数
に
満
た
な

か
っ
た
。 

  

　
タ
イ
ム
カ
ー
ド
管
理
も
問
題
が 

　
「
タ
イ
ム
カ
ー
ド
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
で

確
認
・
記
録
し
た
労
働
時
間
」
の
前
後
に
就

労
が
あ
る
か
ど
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
仕

事
を
す
る
人
は
い
な
い
」
組
合
は
四
六
・
三

％
と
半
数
に
満
た
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

「
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
い
る
」
は
、
二
・

〇
％
と
少
数
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
「
一
部

い
る
」
は
三
二
・
九
％
と
三
割
を
上
回
っ
た
。

程
度
の
差
は
あ
れ
、
合
計
す
る
と
約
三
分
の

一
の
事
業
所
で
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
打
刻
を
す

り
抜
け
て
不
払
い
残
業
を
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
不
払
い
残
業
の

ケ
ー
ス
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
ほ
ど

顕
著
で
、
一
部
あ
る
を
含
め
る
と
ほ
ぼ
半
数

（
四
九
・
一
％
）
で
打
刻
前
後
に
仕
事
を
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

　
そ
れ
で
は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
な
ど
で
確
認
・

記
録
さ
れ
た
と
お
り
時
間
外
手
当
が
支
給
さ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
「
打
刻
通
り
支
給
さ

れ
て
い
る
」
が
五
五
・
七
％
と
五
割
を
若
干 

資料出所：日本労働研究機構「事業再構築と雇用に関する調査」（2002年） 
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超
え
る
程
度
で
、
「
一
部
打
刻
通
り
に
支
給

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
」（
一
九
・
九
％
）、

「
打
刻
通
り
に
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
」

（
六
・
一
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
〈
打
刻
通

り
に
支
給
さ
れ
な
い
〉
事
業
所
が
約
四
分
の

一
に
及
ん
で
い
る
。
こ
ち
ら
も
大
企
業
の
未

実
施
が
目
立
ち
、
四
割
に
達
し
て
い
る
。 

 

　
時
間
通
り
の
自
己
申
告
は
２
割 

　
労
働
時
間
の
確
認
・
記
録
を
自
己
申
告
で

行
っ
て
い
る
場
合
、
大
多
数
の
事
業
所
で
、

組
合
員
は
実
際
の
労
働
時
間
ど
お
り
に
申
告

し
て
い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
「
実

際
の
労
働
時
間
通
り
に
自
己
申
告
し
て
い
る
」

事
業
所
は
二
二
・
八
％
と
二
割
強
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
申
告
し
て
い
な
い
人
が
「
一
部

い
る
」
と
し
た
事
業
所
が
五
二
・
四
％
と
過

半
数
を
占
め
て
お
り
、
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、

過
少
申
告
す
る
人
の
割
合
が
高
ま
る
。 

　
自
己
申
告
の
実
態
に
つ
い
て
「
定
期
的
に

調
査
し
て
い
る
」
組
合
は
一
四
・
三
％
に
と

ど
ま
り
、
「
定
期
的
で
は
な
い
が
実
態
調
査

を
し
た
こ
と
が
あ
る
」
組
合
が
四
一
・
四
％

と
四
割
強
と
過
半
数
に
満
た
な
い
。
こ
れ
に

対
し
て
、
実
態
調
査
を
「
行
っ
た
こ
と
が
な

い
」
組
合
が
三
三
・
六
％
と
約
三
分
の
一
を

占
め
て
い
る
。 

  

　
み
な
し
労
働
時
間
と
そ
の
実
際
は 

　
事
業
外
み
な
し
労
働
時
間
や
裁
量
労
働
制

と
い
っ
た
「
み
な
し
労
働
時
間
」
の
あ
る
一

五
〇
組
合
う
ち
、
実
際
の
労
働
時
間
が
み
な

し
労
働
時
間
を
超
え
て
し
ま
う
組
合
員
に
つ

い
て
、
「
多
く
の
人
が
超
え
て
い
る
」
事
業

所
が
二
五
・
三
％
に
達
し
、
「
一
部
い
る
」

の
四
五
・
三
％
を
加
え
る
と
、
約
七
割
の
事

業
所
で
、
実
際
の
労
働
時
間
が
み
な
し
労
働

時
間
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

　
み
な
し
労
働
時
間
に
対
す
る
調
査
も
、
前

述
の
自
己
申
告
制
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
に
あ
り
、

「
実
態
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」
組
合

が
二
八
・
七
％
と
三
割
弱
に
の
ぼ
る
。 

  

　
男
性
・
二
〇
〜
三
〇
代
で
多
い
残
業 

　
全
労
連
が
三
月
に
発
表
し
た
「
仕
事
と
生

活
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
は
、

長
時
間
労
働
の
影
響
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面

で
表
面
化
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

調
査
は
〇
三
年
一
〇
月
に
実
施
し
、
組
合
員

か
ら
の
回
答
一
八
五
一
枚
を
集
計
し
た
も
の
。 

　
ま
ず
、
月
間
の
残
業
時
間

の
分
布
を
み
る
と
、
正
規
雇

用
計
で
「
二
〇
〜
四
五
時
間

未
満
」
が
最
も
多
く
三
九
・

〇
％
、
つ
い
で
「
一
〇
〜
二

〇
時
間
未
満
」（
二
三
％
）、

「
一
〇
時
間
未
満
」（
二
二
・

八
％
）、「
四
五
〜
八
〇
時
間

未
満
」（
一
二
％
）、「
八
〇
時

間
以
上
」（
二
・
四
％
）
の
順

と
な
っ
て
い
る
。 

　
脳
・
心
臓
疾
患
発
症
の
確

率
が
高
く
な
る
と
さ
れ
る
「
月

八
〇
時
間
」
を
超
え
る
人
は
二
・
八
％
と
少

な
い
も
の
の
、
「
要
注
意
レ
ベ
ル
」
と
な
る

〈
四
五
時
間
以
上
〉
に
拡
大
す
る
と
、
全
体

の
一
五
・
二
％
を
占
め
て
い
る
。
年
齢
・
性

別
で
み
る
と
、
男
性
の
二
〇
歳
代
後
半
か
ら

三
〇
代
に
か
け
て
は
〈
四
五
時
間
以
上
〉
が

二
〇
〜
二
五
％
と
他
の
世
代
よ
り
多
い
。 

　
一
方
、
総
残
業
時
間
に
含
ま
れ
る
サ
ー
ビ

ス
残
業
の
時
間
は
、
正
規
・
男
性
が
七
・
六

時
間
、
女
性
は
六
・
二
時
間
と
し
て
い
る
。 

　
正
規
計
で
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
「
ゼ
ロ
」
と

回
答
し
て
い
る
の
は
六
四
・
三
％
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
残
り
の
三
分
の
一
程
度
が
多
か
れ

少
な
か
れ
何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
し
て

い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

　
一
カ
月
の
残
業
時
間
と
疲
労
の
自
覚
症
状

の
関
係
を
ク
ロ
ス
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
「
体

の
調
子
が
悪
い
」
に
つ
い
て
〈
あ
る
〉
と
す

る
の
は
、
一
カ
月
の
残
業
時
間
が
「
一
〇
〜

二
〇
時
間
未
満
」（
六
一
・
七
％
）、「
二
〇
〜

四
五
時
間
未
満
」（
六
七
・
二
％
）、「
四
五
〜

八
〇
時
間
未
満
」（
六
九
・
二
％
）、「
八
〇
時

間
以
上
」（
七
七
・
三
％
）
と
な
り
、
残
業
時

間
に
比
例
し
て
、〈
あ
る
〉
と
回
答
す
る
人
の

割
合
が
高
ま
る
。 

　
ま
た
、
月
に
「
八
〇
時
間
以
上
」
残
業
の

場
合
は
、
「
よ
く
眠
れ
な
い
」
こ
と
が
よ
く

〈
あ
る
〉
人
が
五
九
・
一
％
で
き
わ
め
て
高

く
、
「
や
る
気
が
で
な
い
」
は
「
八
〇
時
間

以
上
」
の
場
合
、
〈
あ
る
〉
が
六
三
・
六
％

で
最
も
少
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
と
し
て

い
る
。 

  

　
企
業
の
３
割
強
が
健
康
障
害
を
懸
念 

　
東
京
労
働
局
が
一
月
に
発
表
し
た
「
従
業

員
の
健
康
管
理
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
に
よ
る
と
、
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障

害
を
懸
念
し
て
い
る
企
業
は
三
五
・
三
％
に

の
ぼ
っ
た
。
調
査
は
都
内
に
本
社
を
置
く
企

業
規
模
三
〇
〇
人
以
上
の
企
業
に
対
し
て
実

施
、
一
一
〇
六
社
か
ら
の
回
答
を
ま
と
め
た

も
の
。 

　
脳
・
心
臓
疾
患
発
症
の
確
率
が
高
く
な
る

と
さ
れ
る
月
一
〇
〇
時
間
ま
た
は
月
平
均
八

〇
時
間
を
超
え
る
時
間
外
・
休
日
労
働
を
行

っ
た
か
、
ま
た
は
今
後
行
う
可
能
性
の
あ
る

と
す
る
企
業
は
五
四
・
〇
％
で
、
昨
年
調
査

（
四
七
・
七
％
）
よ
り
、
六
・
三
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
て
い
る
。 

　
一
方
、
脳
・
心
臓
疾
患
発
症
の
懸
念
が
あ

る
と
し
た
企
業
は
三
五
・
三
％
で
、
こ
ち
ら

も
昨
年
調
査
（
三
〇
・
一
％
）
を
五
・
二
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
精
神
疾
患

発
症
の
懸
念
が
あ
る
と
し
て
い
る
企
業
も
ほ

ぼ
同
率
の
三
五
・
五
％
で
、
こ
ち
ら
は
昨
年

調
査
（
二
七
・
四
％
）
よ
り
八
・
一
ポ
イ
ン

ト
も
高
い
割
合
と
な
っ
た
。 

　
こ
う
し
た
実
情
を
反
映
し
て
か
、
過
重
労

働
に
よ
る
健
康
障
害
の
予
防
措
置
と
し
て
、

長
時
間
の
時
間
外
労
働
従
事
者
に
対
す
る
産

業
医
な
ど
の
面
接
に
よ
る
保
健
指
導
制
度
が

あ
る
と
す
る
企
業
は
昨
年
を
一
二
・
一
ポ
イ

ン
ト
上
回
る
三
二
・
八
％
ま
で
増
加
し
て
い

る
。 

　
こ
う
し
た
調
査
結
果
を
み
る
と
、
心
身
の

健
康
維
持
、
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
働
き
や
す
い
環
境
作
り
の
観
点
か
ら
、

所
定
外
労
働
や
年
休
に
対
す
る
意
識
改
革
を

す
す
め
、
労
働
時
間
問
題
に
つ
い
て
、
労
使

が
改
め
て
本
格
的
に
再
検
討
す
る
時
期
に
あ

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

　
　
（
調
査
部
・
主
任
調
査
員
　
荻
野
登
） 


